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「自然状態から文 明 状 態 へ の 移 行 は ， 人 間 の な かにきわめて顕著な変化をもたらすのであって，
人 間の行為のなかで本能を正義に置き換え，それ以前の人聞に欠けていた道徳性を人間の活動に付
与する(…〉。先行するものに，文明状態の獲得物として，道徳的自由を付け加えることができる
であ ろ う 。 道 徳 的 自由のみが，人間を真に自分の主人にするのであり，欲求だけにもとづく衝動は
奴隷だからである。J~社会契約論』第 1 篇第 8 章からのこの引用文は， ]. -J.ルソーの思想が，人
間 の自然的善性と，あらゆる堕落の源である社会の堕落させる諸結果との対立に依拠しているとい
う考えに慣れ親しんで、いる読者を，おそらく驚かすことだろう。自然状態へのノスタルジーとして
* 原題は，“Lalibert岳 commeprincipe et comme fin de l'岳ducationet de la Cit品目lonJ. -J. Rousseau'二






の制度もまた堅冨で完全なものとなるcH社会契約論.! 2篇 7主主「立法者についてJOeuvres Complらtes，NRF Galli-







プラトンは人間の心を浄化したにすぎないのに， リュクノレゴスはこれを不自然なものに化したのだ。JE剖 ile，O. C. t. 






























2) Discoltrs SZlr l'Origine et le Fondement de l'Inegalite paymi les Hommes， Pr岳face，O. C. t. II. p. 122， CW全
集』第4巻， 190-191頁コ
3) Contrat Social， Livre 1， Chap. 1， op. cit.， p.351 CW全集』第5巻， 110頁コ
4) Emile， Livre 1. op. cit.， p.248， CW全集J第 6巻， 20頁〕































6) Discours suγ Z'Inegalite， (note) op. cit.， p.212. cr全集』第4巻280頁〕
7) Essai sur l'origine des langues， Ch.8. U全集』第1巻， 342頁〕
8) Discours sur Z'origines des Zangues， op. cit.， p.192. cr全集』第4巻， 261頁〕

































































11) ["人々を相互の欲求によって近づけ，言葉の使用を容易にすることに，自然がほ ζ んど配慮を払わなかったことからし
ても，いかに自然が人間の社会性を準備することが少なかったか，人聞の鮮を確立するために，人間が行ったことのすべ
てに，自然がいかに寄与することが少なかったかが少なくともわかるのである。JDiscours suγ Z'Inegalite， op. cit.， p.
151. cr全集』第 4巻， 219頁コ

































































































必然的にその人の意のままになる j20)とし寸命令的な imperative点に存する。二三年のち， w不
平等論』やその後の『政治経済論』の名で『百科全書』に寄稿した論文を書いていたときには少し
も予見できなかった解決策を保有してルソーは， wエミール』のなかでわれわれが直面している間
17) Lettres ecrites de la Montagne， 8邑meLettre， O.C. t. I， p.841. CW全集』第8巻， 386頁〕
18) Emile， Livre I. op. cit.， p.308. CW全集』第8巻， 85頁〕
19) Discours sur l'[negalite， Dedicace， op. cit.， p.112. CW全集』第4巻， 180頁〕
































21) Emile， Livre 1I， ot. cit.， p.308. C~全集』第 6 巻， 85頁〕
22) 同上(ただし，以下の三つの引用文の順序は変えてある。)













au Discours sur l'Inegalite， ot. cit.， p. 112. CW全集J第 4巻， 180頁コ〉ノレツーはフランス革命(用語の語源かちする
と「復帰」を意味する)以後の革命思想の基礎となる歴史の漸進的なグィジョンを分かちもってはいなかった。
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